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深
刻
な
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染

調
査
と
対
策
は
急
務

大
阪
市
議
会

環
境
対
策
特
別
委

　
1
0
月
2
0
日
の
大
阪
市
議
会

環
境
対
策
特
別
委
員
会
で
、

日
本
共
産
党
の
井
上
浩
議
員

は
、
発
が
ん
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
有
機
フ

ツ
素
化
合
物
の
総
称
）
汚
染

対
策
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
中
で
も
特
に

毒
性
が
高
い
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
と
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ｓ
に
つ
い
て
国
は
、
２

０
２
０
年
に
水
質
汚
濁
に
係

る
「
要
監
視
項
目
」
　
に
指

定
。
大
阪
市
も
翌
年
度
か
ら

地
下
水
汚
染
の
状
況
を
調
べ

て
き
ま
し
た
。
井
上
氏
の
質

問
に
対
し
市
環
境
局
は
、
2
4

年
度
ま
で
に
調
査
済
み
の
3
6

井
上
浩
議
員
が
質
問

質
問
す
る
井
上
議
員
＝
1
0

月
2
0
日
、
大
阪
市
議
会
環

境
対
策
特
別
委
員
会

地
点
に
加
え
、
今
年
度
は
5
2
　
た
。

地
点
で
調
べ
る
予
定
だ
と
笞
　
　
ま
た
、
地
元
の
自
主
的
な

え
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
血
液
検
査
で
も
、
淀
川
製
作

　
井
上
氏
は
、
大
阪
府
の
７
　
所
の
近
隣
住
民
の
６
割
以
上

月
調
査
で
は
、
ダ
イ
キ
ン
エ
　
に
高
濃
度
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が
検

業
淀
川
製
作
所
（
摂
津
市
）
　
出
さ
れ
て
い
る
と
し
、
「
水

近
く
の
井
戸
か
ら
、
１
認
当
　
頁
以
外
の
土
壌
や
農
作
物
、

た
り
３
万
５
平
戸
憾
（
ナ
ノ
　
大
気
の
影
響
調
査
と
対
策
は

は
1
0
億
分
の
↓
）
と
、
国
の
　
急
務
」
と
強
調
。
大
阪
府
議

指
針
値
の
７
０
０
倍
も
の
高
　
会
で
日
本
共
産
党
の
石
川
だ

濃
度
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が
検
出
さ
　
え
議
員
の
頁
問
（
1
0
月
７

れ
て
い
る
と
指
摘
し
ま
し
　
日
）
に
対
し
、
府
が
「
市
町

村
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
（
影

響
調
査
に
）
支
援
を
行
う
」

と
答
弁
し
た
こ
と
も
示
し
、

市
と
し
て
責
任
あ
る
対
応
を

行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
井
上
氏
は
、
摂
津
市
の
住

民
が
ダ
イ
キ
ン
エ
業
に
対
し

汚
染
状
況
の
開
示
や
健
康
調

査
、
被
害
補
償
を
求
め
る
全

国
初
の
公
害
調
停
を
、
大
阪

府
公
害
調
査
会
に
申
し
立
て

る
動
き
も
あ
る
こ
と
を
紹

介
。
「
こ
う
し
た
動
き
を
踏

ま
え
、
大
阪
市
と
し
て
も
企

業
の
社
会
的
責
任
を
た
だ

し
、
行
政
の
責
任
を
果
た
す

べ
き
だ
」
　
と
主
張
し
ま
し

た
。
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